
回答

項目

子どもの最善

の利益の考慮
10% 88% 2% 0% 100%

保育環境 35% 61% 4% 0% 100%

発達の援助

及び 連続性
25% 66% 5% 0% 96%

養護と教育 38% 60% 2% 0% 100%

保育内容 13% 76% 11% 0% 100%

育児支援 32% 59% 0% 0% 91%

地域支援 10% 24% 38% 5% 77%

安全管理

健康管理
27% 61% 10% 0% 98%

社会的責任 67% 33% 0% 0% 100%

保育園の自己評価

保育園での自己評価を踏まえ、理念や目標について共通理解を深め、職員の資質向上、職員

全体の専門性の向上を図り、保育内容の充実それを振り返って保育に活かし豊かな保育に発

展していくため、活用することを目的としています。

令和6年度　　自己評価の結果集計

理想的な状態

通常より取り組

み、行われている

状態

頑張らないとい

けない状態
改善を要する 回答率




